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た
だ
少
し
気
に
な
っ
た
の
は
、

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
中
に
戦

時
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
こ

と
を
、
一
般
市
民
が
ど
の
程
度
認

知
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。

ど
ち
ら
も
北
九
州
市
の
歴
史
の
一

齣
で
あ
り
、
あ
え
て
区
別
す
る
必

要
は
な
い
の
だ
が
、
古
代
の
出
土

品
や
中
・
近
世
の
陶
磁
器
類
等
と

戦
時
資
料
は
か
な
り
イ
メ
ー
ジ
が

異
な
る
。
私
の
印
象
で
は
、
大
半

の
来
館
者
の
目
的
は
、
館
本
来
の

展
示
物
で
あ
る
埋
蔵
資
料
と
感
じ

ら
れ
た
。
と
も
あ
れ
、
長
崎
原
爆

資
料
館
に
匹
敵
す
る
規
模
の
施
設

で
あ
り
、
北
九
州
市
の
今
後
の
平

和
へ
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
設

備
、
内
容
の
充
実
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。 

 
 
 
 

 
 

（
松
田 

斉
） 

本
年
度
の
県
外
原
爆
展
は
、
主

催
北
九
州
市
、
共
催
長
崎
市
、
協

力
（
公
財
）
長
崎
平
和
推
進
協
会

と
し
て
「
な
が
さ
き
原
爆
展
」
が

７
月
24
日
か
ら
８
月 

日
ま
で
開

催
さ
れ
た
。
会
場
は
市
内
の
市
立

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
。
所
在
地

の
北
区
金
田
は
、
戦
前
の
小
倉
造

兵
廠
の
外
縁
に
あ
た
る
地
域
で
、

現
在
は
団
地
の
立
ち
並
ぶ
近
代
的

な
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
。 

広
島
に
次
ぐ
二
発
目
の
原
爆
の

第
一
目
標
は
小
倉
（
当
時
）
市
街

地
で
あ
り
、
天
候
等
の
事
情
か
ら

第
二
目
標
の
長
崎
市
に
投
下
さ
れ

た
経
緯
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

北
九
州
市
で
は
、
い
わ
ば
「
身
代

わ
り
」
と
な
っ
た
長
崎
市
と
の
意

識
を
共
有
し
、
平
和
の
尊
さ
を
継

承
す
る
た
め
、
北
区
勝
山
公
園
に

「
平
和
祈
念
碑
」
が
作
ら
れ
、
毎

年
８
月
９
日
に
は
市
長
参
列
の
も

と
平
和
祈
念
式
が
挙
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
中
に
２
０
０
６
年
、
戦
時
資
料

展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
軍 

今
年
も
原
爆
写
真
展
を
滞
り
な
く
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
各
位
に

深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
開
催
直
前
「
黒

こ
げ
の
少
年
」
姉
妹
と
の
奇
跡
的
対
面

が
報
道
さ
れ
た
た
め
、
来
場
者
に
は
関

連
写
真
の
前
に
佇
む
人
が
多
か
っ
た
よ

う
だ
。
昨
年
は
米
国
国
立
公
文
書
館
か

ら
持
ち
帰
っ
た
写
真
の
中
に
、
自
宅
と

思
し
き
焼
け
跡
に
立
ち
つ
く
す
「
少
女

と
祖
母
」
の
姿
が
あ
っ
た
。
報
道
記
者

の
手
で
当
時
六
歳
の
少
女
を
探
し
当

て
、
写
真
と
本
人
が
対
面
す
る
と
い
う

劇
的
シ
ー
ン
に
出
会
っ
た
。
ま
た
、
焦

土
と
化
し
た
焼
け
跡
に
ポ
ツ
ン
と
建
つ 

 

今
年
も
多
く
の
方
を
迎
え 

「
長
崎
原
爆
写
真
展
」
終
了 

 

一
軒
の
バ
ラ
ッ
ク
を
指
差
し
て

「
こ
れ
は
自
分
の
家
だ
」
と
名
乗

る
老
婦
人
の
出
現
に
、
生
き
残
っ

た
被
爆
者
の
生
き
様
を
垣
間
見

る
思
い
が
し
た
。
原
爆
写
真
は
被

爆
の
実
像
を
伝
承
す
る
だ
け
で

な
く
、
核
時
代
を
生
き
る
私
た
ち

に
未
来
へ
の
指
標
を
示
唆
す
る

効
果
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
核
兵
器
は
人
類
と
共
存
で
き

な
い
』
。
被
爆
者
の
声
に
耳
を
傾

け
る
必
要
は
な
い
の
か
。
「
黒
こ

げ
の
少
年
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多

い
。 

 

（
部
会
長 

深
堀
好
敏
） 

当時の様子を話す深堀部会長 

都
小
倉
の
成
り
立
ち
や
、
戦
時
下
の

市
民
生
活
等
が
写
真
や
実
物
資
料

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
角
に

は
長
崎
原
爆
資
料
館
か
ら
貸
与
さ

れ
た
被
爆
瓦
や
遺
品
等
も
常
設
展

示
さ
れ
て
い
る
。 

今
回
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
山
端
庸

介
撮
影
の
写
真 

点
と
被
爆
者
の

絵
十
数
点
が
展
示
さ
れ
た
。
夏
休
み

期
間
中
と
あ
っ
て
、
来
館
者
の
大
半

は
低
学
年
児
童
と
そ
の
保
護
者
で

あ
っ
た
が
、
見
慣
れ
た
廃
墟
の
写
真

と
違
い
、
現
代
の
報
道
写
真
に
比
肩

す
る
山
端
写
真
の
生
々
し
さ
に
は
、

一
様
に
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で

あ
っ
た
。
特
に
電
車
か
ら
投
げ
出
さ

れ
た
乗
客
の
遺
体
の
写
真
の
前
で

は
、
足
を
止
め
画
面
を
見
つ
め
る
姿

が
目
立
っ
た
。 

 

会場の北九州市立埋蔵文化財センター 

会場での説明風景 

「黒こげの少年」写真を説明する丸田さん 

北
九
州
市 

「な
が
さ
き
原
爆
展
」に
参
加
し
て 

 

 

31 

14 



- 2 - 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

左
端
の
昭
治
は
、
声
を
荒
げ
る
事

も
な
く
３
人
の
妹
た
ち
に
か
ら
か

わ
れ
て
も
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
っ
て
い

る
静
か
で
温
和
な
性
格
。
瓊
浦
中
学

校
へ
の
進
学
は
近
所
で
ひ
と
つ
上

の
先
輩
の
影
響
だ
っ
た
と
い
う
。 

入
学
当
初
の
下
宿
は
、
竹
の
久
保

町
一
二
〇
番
地
、
大
家
は
深
堀
さ

ん
。
復
元
地
図
で
確
認
す
る
と
、
現

在
の
活
水
中
・
高
等
学
校
下
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
付
近
に
な
る
。 

 

し
か
し
、
４
か
月
後
の
８
月
、
下

宿
は
大
家
ご
と
岡
町
へ
引
っ
越
し

た
。
転
居
先
の
岡
町
の
番
地
を
知
る

す
べ
は
な
い
が
、
戦
後
、
己
之
作
が

語
っ
た
「
文
明
堂
の
工
場
近
く
の
井

戸
の
あ
る
場
所
」
だ
け
が
手
が
か
り

で
あ
る
。
昭
治
は
長
崎
の
地
理
に
疎

い
と
は
い
え
、
岡
町
か
ら
の
通
学
路

と
し
て
可
能
性
が
高
い
の
は
、
松
山

町
か
ら
簗
橋
を
渡
り
、
浦
上
川
沿
い

に
鎮
西
中
学
校
下
を
通
り
、
瓊
浦
中

学
校
へ
行
く
ル
ー
ト
で
あ
る
。 

 

昭
和
20
年
８
月
６
日
、
広
島
へ
の

新
型
爆
弾
投
下
を
知
り
、
危
険
を
感

じ
た
己
之
作
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
で
も
昭
治
を
瀬
戸
に
連
れ
て
帰

ろ
う
と
８
日
、
下
宿
を
訪
ね
た
。
し

か
し
昭
治
は
「
９
日
は
英
語
の
試
験

が
あ
り
、
受
け
な
い
と
落
第
す
る
。」

と
泣
い
て
訴
え
た
と
い
う
。 

こ
れ
ま
で
何
度
と
な
く
同
じ
写

真
を
見
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
気

が
付
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
…
。

西
川
美
代
子
さ
ん
、
山
口
ケ
イ
さ
ん

姉
妹
は
、
こ
れ
ま
で
気
が
付
か
な
か

っ
た
の
は
兄
の
死
を
真
剣
に
受
け

と
め
て
な
か
っ
た
せ
い
で
は
な
い

か
と
自
分
を
責
め
て
い
た
。
せ
め
て

母
が
生
き
て
い
る
間
に
分
か
っ
て

い
た
ら
…
。 

き
っ
か
け
は
、
昨
年
の
原
爆
写
真

展
。
「
黒
こ
げ
の
少
年
」
を
見
た
瞬

間
、
兄
だ
と
確
信
し
、
そ
の
写
真
を

ど
う
し
て
も
手
元
に
置
き
た
い
と

申
し
出
た
の
だ
っ
た
。
炭
化
し
た
身

体
と
は
違
い
顔
は
き
れ
い
な
ま
ま

で
、
写
真
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
右
頬
か
ら
あ
ご
に
か
け
て
の
表

情
が
、
優
し
い
兄
そ
の
も
の
に
見
え

た
と
い
う
。 

姉
妹
の
家
族
は
、
父 

谷
崎
己
之
作

（
昭
和 

年 

歳
で
没
）、
母 

ス
ヨ

（
平
成 

年 

歳
で
没
）
に
子
ど
も

は
男
５
人
、
女
５
人
の 

人
。 

写
真
の
少
年
は
三
男
の
昭
治
（
被
爆

当
時 

歳
）
だ
と
い
う
。 

西
彼
杵
郡
瀬
戸
町
に
住
み
、
己
之

作
は
腕
の
い
い
技
術
屋
で
、
設
備
工

事
を
請
け
負
っ
て
い
た
。
教
員
を
し

て
い
た
兄
２
人
は
徴
兵
さ
れ
戦
地
へ

赴
い
た
。
今
回
、
鑑
定
に
使
用
さ
れ

た
写
真
は
昭
和 

年
春
頃
、
出
征
中

の
兄
に
送
る
た
め
、
地
元
の
森
写
真

館
に
依
頼
し
て
撮
影
し
た
も
の
。「
私

が
泣
き
止
ま
な
い
の
で
、
父
が
抱
っ

こ
し
て
脇
の
方
で
撮
影
を
見
て
い
た

の
で
す
。
今
で
も
そ
の
光
景
が
目
に

焼
き
付
い
て
い
ま
す
。」
と
ケ
イ
さ
ん

が
当
時
の
記
憶
を
語
っ
た
。 

 

「昨年 7 月に写真と出会い、今年 6 月にこれまでの経緯について深堀さ

んと記者会見をしてホッとしました。その後 8 月 9 日までは何もないと思っ

ていたんです。まさか、こんなに反響があるとは…」 

今年の原爆関連の話題の中心となった、長崎原爆投下翌日に撮影され

た 1枚の写真についてお話を伺った。 

  

 

 

 

己
之
作
は
そ
の
日
は
連
れ
て
帰
る

こ
と
を
あ
き
ら
め
、
翌
日
、
試
験
が

終
わ
っ
た
ら
帰
る
と
約
束
さ
せ
た
。

別
れ
る
前
に
、
水
筒
の
口
か
ら
水
が

漏
る
と
い
う
の
で
修
繕
を
し
て
や
っ

た
。
翌
９
日
、
長
崎
に
原
爆
投
下
。 

己
之
作
は 

日
早
朝
、
約 

キ
ロ
の

道
の
り
を
歩
い
て
岡
町
に
た
ど
り
着

く
。
下
宿
の
跡
に
は
昭
治
の
水
筒
と

こ
う
も
り
傘
が
残
っ
て
い
た
。
８
日

に
修
繕
し
た
跡
が
確
認
で
き
「
水
筒

が
こ
こ
に
あ
る
の
な
ら
、
近
く
に
い

る
は
ず
」
と
下
宿
跡
を
中
心
に
近
辺

を
３
日
間
探
し
回
る
。
し
か
し
、
結

局
見
つ
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
岡
町
の
死
者
を
火
葬
し
て
い
る

場
に
出
会
い
、
そ
の
骨
の
一
部
を
譲

り
受
け
帰
宅
し
た
。 

 

 

県立長崎西高の坂に立つ、西川美代子さん（79歳）右、 

山口ケイさん（76歳）左 

し
ょ
う
じ 

 

 
 

写真「黒こげの少年」と出会って 

2002（平成 14）年 8月寄贈 長崎原爆資料館蔵 「水筒」 

み 

の
さ
く 

41 

69 

16 

12 

17 

10 

50 

101 

13 

鑑定に使用された家族写真 
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昭
治
を
連
れ
て
帰
れ
な
か
っ
た

と
の
後
悔
か
ら
か
、
己
之
作
は
戦

後
一
切
そ
の
事
を
口
に
し
な
か
っ

た
と
い
う
。
己
之
作
は
毎
年
夏
に

な
る
と
全
身
に
吹
き
出
も
の
が
で

き
、
通
院
を
繰
り
返
し
た
。
医
師

か
ら
は
被
爆
の
影
響
だ
と
言
わ
れ

た
。 昭

治
の
遺
品
の
水
筒
と
こ
う
も

り
傘
は
、
遺
骨
代
わ
り
に
墓
に
納

め
た
が
、 

年
目
に
取
り
出
し
て

み
る
と
傘
の
骨
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

り
、
原
形
を
と
ど
め
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
保
存
で
き
な

い
と
考
え
、
残
っ
た
水
筒
を
同
年

長
崎
原
爆
資
料
館
に
寄
贈
し
た
。 

今
手
元
に
あ
る
の
は
、
竹
の
久
保

の
下
宿
か
ら
母
と
四
男
の
和
男
宛

に
送
ら
れ
た
一
枚
の
ハ
ガ
キ
だ
。 

 

 

 

ハ
ガ
キ
に
は
、 

『
お
母
様
お
元
氣
で
す
か 

僕
も

元
氣
で
勉
強
し
て
居
ま
す
か
ら
御

安
心
下
さ
い
。
後
で
い
い
か
ら
（
チ

ョ
ウ
メ
ン
、
ス
イ
ト
ウ
、
ハ
サ
ミ
）

を
持
っ
て
来
て
下
さ
い
。
そ
れ
か
ら

和
男
や
ミ
ヨ
子
は
元
氣
で
勉
強
し

て
居
る
事
と
思
ひ
ま
す
。
ケ
イ
子
や

サ
ト
コ
も
元
氣
で
遊
ん
で
居
ら
れ

る
事
と
思
ひ
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
で

御
体
を
御
大
じ
に 

さ
よ
な
ら
』 

と
書
か
れ
て
い
る
。 

母
親
の
没
後
、
遺
品
を
整
理
し
た

際
、
い
つ
も
持
ち
歩
い
て
い
た
赤
い

小
銭
入
れ
の
中
に
、
こ
の
ハ
ガ
キ
が

四
つ
折
り
に
し
て
入
っ
て
い
る
の

を
見
つ
け
た
。
母
の
悲
し
む
姿
を
見

て
い
た
姉
妹
は
、
昭
治
と
思
わ
れ
る

写
真
を
見
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
残
念
だ
と
い
う
。 

「
写
真
を
見
る
と
涙
が
出
る
ん
で

す
。
兄
の
死
を
今
、
真
剣
に
受
け
と

め
て
い
る
ん
で
す
。
周
り
は
大
変
な

状
況
な
ん
で
し
ょ
う
が
、
あ
り
が
た

い
ん
で
す
。
亡
く
な
っ
て
悲
し
く
は

あ
る
ん
で
す
が
、
こ
ん
な
に
き
れ
い

に
撮
っ
て
も
ら
っ
て
…
。」 

 

信
心
深
い
家
族
は
、
こ
れ
ま
で
祥

月
命
日
に
は
欠
か
さ
ず
長
崎
の
東

本
願
寺
に
参
っ
て
い
た
。
同
寺
に
保

管
さ
れ
て
い
る
無
縁
死
没
者
の
遺

骨
の
中
に
「
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の

中
に
昭
治
の
骨
が
…
。
」
と
考
え
た

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。 

今
年
、
昭
治
の
法
名
と
小
さ
く
し

た
写
真
を
京
都
の
東
本
願
寺
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
姿
を
確
認
で

き
た
年
、
初
盆
に
あ
た
る
と
い
う
こ

と
で
灯
篭
も
あ
げ
て
も
ら
う
と
い

う
。 本

当
に
、
昨
年
出
会
え
て
良
か
っ

た
…
、
姉
妹
は
愛
お
し
そ
う
に
写
真

を
見
つ
め
た
。 

平
成
15
年
、
国
立
長
崎
原
爆
死

没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
の
開
館
に

際
し
、
旧
制
瓊
浦
中
学
校
同
窓
会

で
は
同
校
死
没
者
の
遺
影
登
録
を

企
画
し
、
遺
族
に
死
亡
時
の
情
報

提
供
を
求
め
た
。
昭
治
の
親
戚
で
、

瀬
戸
町
か
ら
同
時
に
瓊
浦
中
学
に

進
学
し
た
堀
口
直
人
の
遺
族
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
回
答
の
中
に
「
当
日

試
験
終
了
後
、
谷
崎
（
昭
治
）
君

と
松
島
出
身
で
氏
名
不
詳
の
友
人

と
大
橋
で
落
ち
合
い
、
三
人
で
瀬

戸
町
に
帰
る
こ
と
に
し
て
い
た
ら

し
い
」
と
い
う
主
旨
の
記
述
が
あ

っ
た
。
松
島
出
身
の
友
人
は
被
爆

死
し
た
が
、
同
じ
下
宿
の
生
存
者

が
、
当
人
が
そ
う
語
っ
て
い
た
の

を
記
憶
し
て
い
た
と
い
う
。
昭
治

と
堀
口
直
人
は
下
宿
も
一
緒
で
あ

り
、
水
筒
が
下
宿
跡
で
発
見
さ
れ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
二
人
で
一

旦
下
宿
に
戻
り
、
待
ち
合
わ
せ
場

所
の
大
橋
へ
行
く
途
中
で
被
爆
し

た
と
も
思
え
る
が
、
そ
れ
以
上
の

こ
と
は
分
か
ら
な
い
。 

 

 

  

最
後
に
、
今
回
の
鑑
定
結
果
に
つ

い
て
聞
い
て
み
た
。 

姉
妹
は
、
写
真
を
手
元
に
置
き
た

い
と
の
一
心
で
、
そ
の
後
の
鑑
定
な

ど
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
と

言
う
。
も
し
「
別
人
」
だ
と
い
う
結

果
が
出
て
も
、
姉
妹
に
と
っ
て
「
黒

こ
げ
の
少
年
」
は
兄
の
昭
治
だ
と
し

か
思
え
な
か
っ
た
。
写
真
に
は
、
優

し
い
兄
の
面
影
が
残
っ
て
い
た
。 

 

し
か
し
今
は
、
鑑
定
結
果
に
ホ
ッ

と
し
て
い
る
と
い
う
。 （

調 

仁
美
） 

  

 

 

 

 

瓊
浦
中
学
校
一
年
生
は
集
合
写
真
も
な
く
、

生
き
残
っ
た
教
諭
が
戦
後
作
成
し
た
名
簿
が

残
る
だ
け
で
あ
る
。 

 

57 

瓊
浦
中
に
立
つ
ク
ス
ノ
キ
を
目
印
に
、
母
は
昭
治
の

下
宿
を
訪
ね
て
い
た
と
い
う 

昭治のハガキを母は、いつも持ち歩いていた 

山端氏から送られてきた写真 
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私私
はは
谷谷
崎崎
君君
とと
同同
じじ

くく
、、
昭昭
和和
二二
十十
（（
一一
九九
四四
五五
））

年年
四四
月月
瓊瓊
浦浦
中中
学学
校校
にに
入入

学学
しし
たた
。。
西西
彼彼
杵杵
郡郡
瀬瀬
戸戸
町町

（（
当当
時時
））
出出
身身
のの
彼彼
とと
はは
クク

ララ
スス
もも
別別
でで
面面
識識
はは
なな
かか

っっ
たた
。。
とと
はは
いい
ええ
当当
時時
のの
競競

争争
入入
試試
をを
突突
破破
しし
、、
『『
県県
立立

中中
学学
合合
格格
』』
とと
いい
うう
人人
生生
でで

初初
めめ
てて
味味
わわ
うう
喜喜
びび
をを
共共

にに
しし
てて
、、
同同
じじ
学学
舎舎
でで
希希
望望

にに
燃燃
ええ
たた
中中
学学
生生
生生
活活
をを

送送
っっ
てて
いい
たた
学学
友友
でで
ああ
っっ

たた
。。  

  

しし
かか
しし
既既
にに
戦戦
争争
末末
期期
、、

上上
級級
生生
はは
学学
徒徒
動動
員員
でで
学学

校校
にに
はは
殆殆
どど
姿姿
をを
見見
せせ
ずず
、、

私私
たた
ちち
一一
年年
生生
もも
授授
業業
のの

合合
間間
にに
校校
庭庭
でで
のの
芋芋
作作
りり

のの
農農
作作
業業
やや
、、
米米
軍軍
のの
本本
土土

上上
陸陸
にに
備備
ええ
てて
甑甑
岩岩
でで
のの

塹塹
壕壕
堀堀
りり
作作
業業
にに
明明
けけ
暮暮

れれ
てて
いい
たた
。。
加加
ええ
てて
空空
かか
らら

のの
米米
軍軍
機機
のの
来来
襲襲
にに
怯怯
ええ

たた
日日
々々
をを
送送
るる
とと
いい
っっ
たた
、、

現現
代代
のの
若若
者者
にに
はは
想想
像像
もも

つつ
かか
なな
いい
異異
常常
なな
中中
学学
生生

生生
活活
でで
ああ
っっ
たた
。。  

 

以
来
四
か
月
、
運
命
の
八
月
九

日
、
私
た
ち
瓊
浦
中
学
校
一
年
生
は

一
学
期
の
期
末
試
験
最
後
の
一
科

目
英
語
の
テ
ス
ト
の
日
で
（
注
：
当

時
敵
性
語
だ
っ
た
英
語
は
中
学
校

で
は
正
課
だ
っ
た
）
午
前
十
時
頃
テ

ス
ト
を
終
え
、
各
ク
ラ
ス
数
人
ず
つ

掃
除
当
番
を
残
し
て
大
部
分
が
学

校
を
後
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
迎
え
た
悪
魔
の
十
一
時
二
分
、
彼

ら
の
う
ち
早
い
者
は
帰
り
着
い
た

自
宅
や
下
宿
で
、
或
い
は
帰
宅
途
中

の
路
上
や
市
内
電
車
の
中
で
、
は
た

ま
た
掃
除
当
番
で
残
っ
て
い
た
者

は
学
校
で
の
業
火
の
一
閃
を
浴
び
、

一
年
生
約
三
百
人
中
三
分
の
一
を

上
回
る
、
百
十
四
人
が
非
業
の
死
を

遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 
中
に
は
、
一
家
全
滅
の
悲
運
に
あ

っ
た
者
や
遺
体
さ
え
も
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
者
も
少
な
く
な
い
。
そ
の

実
態
は
今
日
で
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
。

あ
の
日
の
朝
「
い
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
言
っ
て
家
を
出
た
ま
ま
、
七

十
一
年
た
っ
た
今
も
ま
だ
家
に
帰

っ
て
い
な
い
の
だ
。
「
黒
こ
げ
の
少

年
」
が
谷
崎
君
で
あ
れ
ば
、
彼
は
そ

の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
こ
と
に
間

違
い
な
い
。 

 

  

彼
ら
に
と
っ
て
僅
か
四
か
月
の

中
学
生
生
活
で
、原
爆
の
た
め
に
夢

も
希
望
も
無
残
に
打
ち
砕
か
れ
た

の
で
あ
っ
た
。 

 

瓊
浦
中
学
校
全
体
で
は
、教
師
十

五
人
、生
徒
約
一
千
二
百
人
中
四
百

人
、
実
に
三
人
に
一
人
が
夏
雲
の
彼

方
へ
逝
き
て
、
再
び
学
び
の
庭
に
戻

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

当
時
、長
崎
市
内
の
中
学
校
の
中

で
わ
が
瓊
浦
中
学
校
が
原
爆
で
最

大
の
犠
牲
者
を
出
す
と
い
う
悲
運

に
見
舞
わ
れ
た
の
は
、学
校
が
爆
心

地
に
近
か
っ
た
こ
と
、生
徒
の
自
宅

や
下
宿
が
市
北
部
に
多
か
っ
た
こ

と
、
そ
れ
に
加
え
て
上
級
生
の
学
徒

動
員
先
の
兵
器
工
場
が
浦
上
地
区

に
集
中
し
て
い
た
こ
と
等
が
主
な

理
由
で
あ
っ
た
。 

 

 

    

山端庸介氏が原爆投下翌日に撮影した「黒こげの少

年」。この被写体の人物が、旧制瓊浦中学校（現県立

長崎西高校）一年生谷崎昭治君である可能性が高い、 

との専門家の鑑定結果がこのほど明らかになった。 

 

旧
制
中
学
生
と
い
え
ば
、
十
二

～
三
歳
か
ら
十
六
～
七
歳
、
谷
崎

君
と
同
じ
最
下
級
の
一
年
生
で
あ

っ
た
者
で
さ
え
、
今
日
ま
で
生
き

な
が
ら
え
た
者
は
今
や
後
期
高
齢

者
の
仲
間
入
り
を
し
て
久
し
い
。

し
か
し
、
死
ん
で
い
っ
た
彼
ら
は
、

少
年
の
姿
の
ま
ま
私
た
ち
の
心
の

中
に
生
き
続
け
て
い
る
。 

生
き
残
り
た
る
我
ら
、 

故
・
永
井
隆
博
士
の 

「
子
供
た
ち
よ 

あ
の
日
、
死
ん

で
い
っ
た
友
を
忘
れ
る
な
！
」 

の
遺
訓
を
胸
に
、
残
さ
れ
た
時
間

を
、
あ
の
日
の
記
憶
の
継
承
に
微

力
を
尽
く
す
こ
と
が
、
亡
き
谷
崎

君
へ
の
最
大
の
供
養
に
な
る
と
痛

感
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。 

（
丸
田 

和
男
） 

 

爆心地から約 600ｍに位置する瓊浦中学校 

写真「黒こげの少年」と旧制瓊浦中学校 

 

 
倒れたクスノキが坂を覆う 撮影：松本栄一 

撮影：米軍 


